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　今回で９回目を迎えた「医学部学生と女性医師の語る夕べ」。今年も旭川医科大学二輪草センターの協力の

もと、11月７日（水）18時から旭川医科大学機器センター３階カンファレンスルームにて行われました。学生

さんへの事前アンケートでは「身近な先輩たちの話を聞きたい」という意見が多く、今回は『身近な先輩に学

ぼう！ワークライフバランス』と題して、子育てに仕事に頑張っておられる、旭川医科大学出身の若手医師４

人にお願いし、講演をしていただくことにしました。いつもより２週間ほど早い開催となってしまい、６年生

は卒試の終了日、４年生は翌日に試験を控えた状態でしたが、19名の学生さん（うち男性３名）が参加。また

今回は、旭川医大の研修医、子育て中の若い女性医師たちの参加も多く、保育室もとても賑やかで、総勢64名

の会となりました。

第９回 医学部学生と女性医師の語る夕べ開催次第

司　会　　旭川市医師会女性医師部会　副部会長　坂田　葉子

開　会　　旭川市医師会女性医師部会　部会長　　長谷部千登美

挨　拶　　北海道医師会　会長　長瀬　　清

　　　　　旭川市医師会　会長　山下　裕久

テーマ　 　「身近な先輩に学ぼう！ワークライフバランス」

第１部　　＜講　演＞

　　　　　講　師　１．旭川医科大学　　皮膚科　　　菅野　恭子先生

　　　　　　　　　２．旭川厚生病院　　小児科　　　石羽澤映美先生

　　　　　　　　　３．旭川赤十字病院　消化器内科　富永美千代先生

　　　　　　　　　４．市立旭川病院　　呼吸器内科　谷野　洋子先生

　＜講師の先生への質問コーナー＞

第２部　　＜グループディスカッション＞

閉　会　　旭川医科大学二輪草センター　副センター長　山本　明美

第１部　＜講　　演＞

　今回は、市内の病院に勤務されている、専門とする診療科の異なる４人の先生方に、「私のワークライフバ

ランス」、「これからの目標」などについてお話しいただきました。皆さんの実際の生活の様子、後輩たちへの

アドバイス、自身のこれからの目標については、皆さんの声が直接伝わるように、スライドをそのまま掲載さ

せていただきます。

「第９回　医学部学生と女性医師の語る夕べ」報告

旭川市医師会女性医師部会　副部会長

坂　田　葉　子
（医療法人社団丘のうえこどもクリニック）
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１）旭川医科大学　皮膚科　菅　野　恭　子先生

　菅野先生は、Ｈ11年卒業。卒業と同時に結婚され、旭川医科大学の皮膚科学講座に入局。

　遠軽厚生病院、北見赤十字病院で勤務後、Ｈ15年に旭川医大に戻られ、Ｈ16年に皮膚科専門医を取得、翌年

女の子を出産されました。育児休暇中は、育児の傍ら英会話、パソコン、皮膚病理の勉強をされて過ごされて

いましたが、次第に社会との隔絶、経済的自由度の制約や変わり映えのない毎日に業を煮やし、またよい保育

園が見つかったこともあり、出産後一年で復帰、Ｈ20年からは市立旭川病院で勤務され、今年大学へ戻られま

した。この間国際学会でのポスター発表や英語の論文の発表なども精力的にされているそうです。
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２）旭川厚生病院　小児科　石羽澤　映　美先生

　石羽澤先生は、Ｈ18年卒業。旭川厚生病院で初期研修を始め、翌年結婚。当初の予定（思い描いていた未来

予想図）より数年早いＨ22年に女の子を出産。協力的なご主人、よい保育園とご主人の両親が旭川在住という

好条件に恵まれ、Ｈ23年に復帰。今年は、小児科専門医にも挑戦（もう少しで発表があるはず）、子づれで全

国学会にも参加しています。今回の講師の先生方の中で一番若く、元気いっぱいの先生です。
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３）旭川赤十字病院　消化器内科　富　永　美千代先生

　富永先生は、Ｈ14年卒業。旭川医大第三内科の初期研修医となり、翌年結婚。その年に長女を出産され、6ヶ

月で復帰。佐野病院、函館協会病院、そして現在旭川赤十字病院で勤務されています。Ｈ21年に次女を出産さ

れ、小学３年生と３歳の女の子のお母さんです。長女の出産後は、子育てをしながらの勤務のため、医局の計

らいで当時はまだ珍しかった時短勤務で働き、子供の成長とともに仕事量を増やし、次女出産後の現在は旭川

赤十字病院で時短勤務ながら、外来診療や上下部内視鏡検査、また内視鏡的治療（止血術やＥＭＲ /ポリペク

トミー）なども行っているそうです。まさに時代の先駆け、第三内科の医局の力はすごいですね。
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＜質問に対する先生の言葉＞

① 　大変です。私たちの場合は、旦那さんが普通に働いて、私が時短で働くことで何とか生活しています。そ

れでも、時間に追われて生活してます。

② 　難しいですね。医師としてのキャリアを積んでからと、お答えになる先輩が多いと思います。私もそう思

います。でも、キャリアを積んでからさぁ子供と思っても思い通りにはいかないことも中にはあると思いま

す。

③　どうでしょう？私は時短でも医局のご高配で働き口がないということはありませんでした。

　 　メジャー、マイナーと言うよりは自分の好きだと思うことを選んだほうが良いと思います。好きなことの

ほうが、大変でもきっと続けられます。

④ 　近いほうがいいのかも知れませんが、私たちは札幌と新潟なので親には頼らず生活しています。子供が熱

を出したときは、旭川であればこども緊急サポネット（いわゆる保育ママ）の制度を利用しています。基本

的には仕事を休まないようにしています。

⑤ 　私は、ほぼ希望する時間帯で働けています。特に旭川赤十字病院では上司の先生にいろいろご配慮いただ

いており、無理なく仕事が続けられる環境と感謝しております。

４）市立旭川病院　呼吸器内科　谷　野　洋　子先生

　谷野先生は、Ｈ７年卒業。北海道大学第一内科に入局されました。同年結婚後、道内各地の病院で研修を積

まれ、Ｈ11年北大に戻られました。研究されながら、認定内科医、総合内科専門医を取得、二人のお子さんを

出産。ご主人の留学に同行されたあと、Ｈ17年から市立旭川病院に勤務され現在に至っています。旭川に赴任

してから、医学博士を取得、また呼吸器専門医も取得されています。
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　谷野先生には、市立旭川病院の卒後臨床研修につ

いてもたくさんご紹介いただきました。

　卒後臨床研修については、今回は割愛させていた

だきます。
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第２部＜グループディスカッション＞

　学年によって興味のあることや質問したいことが異な

るため、今回は１～３年生、４年生２つ、５～６年生の

４つのグループに分かれて話し合っていただきました。

６年生は当日卒試を終え、すでに研修先も決まっている

ため、より現実的な話を真剣に聞いていました。研修医

や若い医師も多かったので、お互いの日常生活の情報交

換の場にもなり、あちらこちらで笑いが絶えない、和気

あいあいとしたとても楽しい時間でした。

　４人の先生方は、それぞれ違う環境で働いていらっ

しゃいますが、皆さんご自分のお子さんとの時間を大切

にし、家族や職場の同僚・上司に感謝しながら、今現在

できる仕事を懸命になさっています。皆さんの生き方は、

学生さんや研修医の先生方のお手本に、そして若い先生

方へのいい刺激になったのではないでしょうか。素敵なお話、ありがとうございました。

＜アンケートから＞

・来年は初期研修中なので（旭川医大）、また是非参加させてほしいです。

・先輩医師の話を聞けて大変勉強になりました。来年度も参加したいです。

・女性医師の方とお話する機会をいただけて良かったです。

・楽しい会でした。今後の参考になりました。

・今年もとても良い会でした。

・学生さんも旭川に残ることのメリット感じてくれたのでないかと思います。ありがとうございました。

・大変参考になりました。ありがとうございました。

・早目に日程を連絡頂ければ予定を組みますのでまた参加したいと思います。

　（今年はメールが早かったので、家族の中でも１番に予約（カレンダーに）入れることができました）

・自分のワークライフを見なおす良い機会になりました。ありがとうございました。

・山本先生のおっしゃるとおり即戦力となれるよう頑張ります !!

・育児中にキャリアアップを考えて、勉強した内容にスポットの当たった講演も良いのではと思いました。




